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●チケットのお申し込み

☎0422-54-2011
●武蔵野市民文化会館 ●武蔵野芸能劇場 ●武蔵野公会堂 ●武蔵野スイングホール
●吉祥寺シアター ●吉祥寺市政センター ●武蔵境市政センター ●中央市政センター

●チケット取り扱い窓口

公益財団法人 武蔵野文化事業団 ホームページ http://www.musashino-culture.or.jp
ツイッター http://twitter.com/musashino_bunka
フェイスブック  http://www.facebook.com/MusashinoCulture

入 館 料：100円
（小学生以下・65歳以上・
障がい者は無料）

ウィーン楽友協会「黄金のホール」のオルガンを弾くハーゼルベック

　カラヤンが見出した現代ピアニストの最高峰。世界超一流のホー
ルや音楽祭に出演し続ける稀

き

代
だい

の天才が、開館30周年を迎える武蔵
野市民文化会館に初登場。

音楽の都に連綿と受け継がれてきたオルガン音楽を聴く一夜。

オルガン・リサイタル

ピアノ・リサイタル

ピアノ界の巨人が武蔵野市に来る。
これは「一大事件」だ。

［演奏曲］
●シューベルト： ピアノ･ソナタ  第17番  ニ長調  作品53  Ｄ.850

●スクリャービン： ピアノ･ソナタ  第2番「幻想ソナタ」嬰ト短調  作品19 ほか

［演奏曲］
●モーツァルト：アンダンテ ヘ長調 K.616

●ハイドン： 音楽時計のための オルガン作品集 ほか

全席指定  S席 15000円 ／A席  13000円
（武蔵野市民・アルテ友の会  S席 12500円 ／A席  11000円）

2014年4月22日（火）午後7時開演

武蔵野市民文化会館 大ホール（中町3-9-11）

2014年3月7日（金）午後7時開演

武蔵野市民文化会館 小ホール（中町3-9-11）
全席指定 2500円  （アルテ友の会 2000円）

　ハプスブルク家ゆかりのウィーン王宮礼拝堂オルガニス
ト。ウィーン楽友協会でファビオ･ルイージ指揮ウィーン交響
楽団と共演。歴史的奏法に基づくウィーン・アカデミー管
弦楽団を自ら組織し、指揮者としても活躍。

ウィーンの巨匠が弾く
ウィーンのオルガン音楽400年の旅

マルティン・
ハーゼルベック

エフゲニー・キーシン

巨星、現る。

武蔵野市民文化会館開館30周年記念  特別公演

武蔵野
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森山大道 モノクローム

開館時間：午前10時～午後7時30分
休 館 日：毎月最終水曜日（祝日の場合は翌日）
               年末年始、展示替えおよび特別整理期間

入 館 料：100円
（小学生以下・65歳以上・
障がい者は無料）

交通案内：JR、京王井の頭線 「吉祥寺駅」 北口下車  徒歩3分

〒180-0004  武蔵野市吉祥寺本町1-8-16  コピス吉祥寺A館 7階  ☎0422-22-0385
ホームページ　http://www.musashino-culture.or.jp/a_museum/
ツ イッター  　http://twitter.com/kichi_museum
フェイスブック  http://www.facebook.com/KichijojiMuseum

武蔵野市立吉祥寺美術館ロフト
東急百貨店

ヨドバシカメラ

コピス吉祥寺A館 7階

井ノ頭通り
吉祥寺駅

パルコ
銀行

新宿JR中央線

吉祥寺美術館

北口

吉
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寺
大
通
り

吉
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元町通り
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ン
ロ
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三鷹

　日本を代表する写真家であり、世
界的にもその名を知られる森山大
道。粗粒子の質感や手ブレ感覚が効
果を発揮した独特の表現は、1960年
代の写真界に大きなインパクトを与え
ました。本展では、2008年から2012

年までに撮影されたシリーズ〈モノク

ローム〉より、現代の東京に迫った作
品約60点をご紹介します。人 の々襞

ひだ

を
めくるように、そして街の深奥を抉

えぐ

る
ように細部へ切り込みながらも、そこ
に介在する絶妙な距離感。作品の前
に立つ者は、目撃者のような感覚を味
わうことになるかもしれません。  

森山大道 ●1938年大阪府生まれ。岩宮武二の助手を
つとめた後1961年に上京、細江英公のアシスタントとな
る。1964年に独立、1968年創刊の季刊写真同人誌
『PROVOKE』に第2号より参加する。2003年『新宿』で
第44回毎日芸術賞を、翌年日本写真家協会作家賞を受
賞。現在に至るまで、写真集の出版や執筆、教育など幅
広い活動を精力的に続けている。

《東京》2012年

12月27日（金）まで■会　期
休館日：12月25日（水） 

　武蔵野市には現在、木版画を中心
に約550点にのぼる萩原英雄作品が
収蔵されており、常設の記念室で随
時紹介しています。生誕100年を機に
開催される本展は、木版画にとどまら
ず多角的に萩原英雄作品を紹介し、
その幅広い画業を辿

たど

るものです。「儲
もう

けにも何にもならない。それでも、天
から与えられた、自分がそのために生
まれてきた仕事」として、純粋な美を
自分自身の体の中に吸収し続けた萩
原英雄。豊かな色彩表現、ユーモラス
なかたち、自在に操られた線など、萩
原芸術の魅力をご覧いただけます。

萩原英雄 ●1913年山梨県生まれ。東京美術学校で油彩画を学び、油彩画家として出発。1953
年、体調を崩して療養生活を送る中で、木版画制作に没頭。内外の主要国際版画展で受賞を重
ねて世界的に高く評価され、戦後日本の版画界を代表する作家となる。表現方法は木版画にと
どまらず、油彩、コラージュ、墨彩、陶（とう）など多岐にわたっている。2007年没、享年94歳。

2014年1月11日（土）～2月23日（日）■会　期
休館日：1月29日（水）、 2月19日（水） 

生誕100年 萩原英雄展
―天から与えられた僕の仕事 ―

《大富士  雪化粧富士》1991年  木版、紙

《ピエロ》1973年  油彩、
キャンバス
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